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先行研究： （神田明延、2004、LET 全国大会発表要項）

表題： 一斉指導と個別学習に活用できる教材ソフトの諸要件

解決する課題： これまで、CALL などで使用されて来た学習用ア

プリケーションソフトウェアは、自習用のものが多く、大抵は授

業中の一斉指導には使えないものが多い。・・・他方その教材と

してのコンテンツは、教員によるカスタマ

イズの余地のないものであることが多い。

解決方法： 一斉指導と個別学習で使う教材（コンテンツ）とソフ

ト（プラットフォーム）を同一にする。
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社会基盤環境の充実（1995～2015）

データ伝送速度 CPU 処理速度 HDD 記録密度

（出典）総務省「通信自由化以降の通信政策の評価と ICT 社会の未来像等に関する調査研究」（平成 27 年）
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課外活動環境の充実（2010～2015）
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充実する社会基盤 vs 教材作成環境の遅れ

音声つき紙版教科書のウェブ化と，

CALL とスマートフォンでの利用

ハードウェア ソフトシステム

Cloud
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時間と労力の壁、著作権の壁を低くし

教育と文化の発展のための出版社への提案

提案： 教科書の付属音映像に字幕をつけてクラス授

業でウェブ利用する場合、出版社は字幕用の日英

デジタルテキストを提供するとともに、教師は個

別の許諾手続きを必要としない。

条件： クラス全員購入。アカウントによる管理。

交渉の現状： 2 社の了解。1 社の限定協力。＋α

研究授業への共同研究者の追加募集：

対象は来年の 4 月開始授業
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ウェブ研究授業への出版社の協力依頼への対応状況
2016 年 12 月 8 日（木）10 時現在

出版社 状況

1 －* 協力する

2 南雲堂 協力する（ウェブ化推薦教材あり）

3 金星堂 教材、学校名、先生名、採用部数などが明確になれば

対応できる。

4 － 英文提供は個別の権利確認が必要。和訳はない。

5 － 検討する（著作権協会に一任）

6 － ウェブ利用は個別の権利確認が必要。

7 － 未回答

8 － 未回答
*－ 出版社の要望により、社名は匿名とした。
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秋学期（2016.10～）、ある日の授業報告

学校： 首都大学東京（池山 和子）

クラス： CALL 教室（1 年生、21 名の男女、リーディング）

日時： 2016.11.15、朝 1 限、90 分（8:50～10:20）、6 回目
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8:20 ウェブアンケートの準備（PW と質問事項を板書）

8:50 始業

提出課題について解説（書画カメラ＞センターモニター）

9:00 Cloze Test

モニタでアクセスキー、テストの設定（5B-1）を伝える

9:05 Cloze Test 開始

Cloze Test 終了、結果表示、結果送信、

教員 PC ではリアルタイムで Cloze Test 集計

センターモニターで集計を見せながらの指導

9：20 教科書（紙）による単元（約千単語）

音読と解説（一斉）

10：10 トーキーズによる単元（約 10 分）視聴（個別）

10:20 終業

2016.11.15、朝 1限の授業をベースに、類型化したものです。
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秋学期（2016.10～11）の中間報告のまとめ

1. 字幕作成、ウェブ化、クラウドへのアップ作業、生徒へのラ

イブラリ・アカウント配布、授業中の操作は順調に開始した。

2. 教科書のウェブ化で、授業に余裕ができた。ClozeTest を授

業の冒頭に実施すると、全体の授業がやりやすくなった。

3. 一部生徒が通学時にスマホ学習し始めた。

今後の課題

4. トーキーズのチャンク提示機能を活かしたリスニングやス

ピーキングを、読解授業に取り込む工夫。

5. 新年度から、また別の教科書での字幕作りが始まる。
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2016 年度関東支部研究支援プログラム

音声つき紙版教科書のウェブ化と，

CALL とスマートフォンでの利用（代表 田淵）今後の予定

A 中間報告 2016 年

12 月 10 日（土）

共同研究者募集開始

B 2017 年

1～2 月

出版社とウェブ化授業のガイドラ

イン作成

C 研究発表

予定

2017 年

3 月 5 日（日）

早稲田大学

言語エキスポ 2017

D 授業開始 2017 年 4 月


